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アクション・リサーチ型ＥＳＤ
の開発と推進

神戸大学

人間発達環境学研究科

教授 末本 誠

立教大学 2008./12/12 1 取組の基本
(1) ESDとアクション・リサーチ

① 持続可能な社会＝平和・人権・貧困・環境など

② 学生の当事者意識と問題解決能力の形成

③ 3学部の合流：

新しい倫理創造(文学部)

持続可能な経済(経済学部)

自己変革の可能性(発達科学部)

④ ESDサブコース＝実践者・支援者の育成

(2) カリキュラム

ESD基礎・ESD論・ESDフィールド演習等

(3) 運営組織

カリキュラム開発委員会・神戸ESD支援ネット

ワーク(RCEと連動)

光源

環境問題

+ 開発

+ 平和

問題の複雑性・相互連関へ
の気づき

ジェンダー
他のイッシュウ・・・

問題提起の流れ

受
け
止
め
る

課題性の
理解

持続可能な社会

+ 貧困

+・・・・
多様な当事
者の存在

2 ESDのイメージ 3 ESDカリキュラムの構成

・⼤学カリキュラムの規則性とA・Ｒの⽭盾
＝原論から各論、演習という進⾏ｖｓ A・Ｒ

・基礎的知識の積み上げとA・Ｒによる経験の兼
ね合い

・A・Ｒ型へのこだわり
＝参加・経験・問題解決

・ツール・ド・ＥＳＤの試み＝初年度から経験を
重視したカリキュラムの展開

4 カリキュラム編成の原理

＜知識＞
フィールド演習：確認

↑
関連科⽬：拡張・スキルの獲得

↑
ESD論：理解

↑
教養原論(ESD基礎)：導⼊

＜アクション＞

自己と仮説の再構築

↑
自己の発見

↑
場の理解・仮説の構築

↑
参加・場の共有
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5 ツール・ド・ESDの構想
ツール・ド・フランス（Tour de France）
・コンパニオナージュ（同職組合）
・徒弟(若者)の巡礼の旅
・現場(親⽅・先輩・仲間)とたまり場(職⼈宿)

↓

ツール・ド・ＥＳＤ
・ESDの現場と実践者
・経験と出会いの旅
・地域と⾃⼰の発⾒

2008年度

ESDコース

サテライト施設「あーち」
子育て支援を核とした共生のコミュニティ形成の拠点

サイエンス・ショップ／カフェ 科学者などの専門家と一般

の市民が飲み物を片手に気軽に科学などの話題について自由に語
り合う新しいコミュニケーションの場です。

あいな里山の里山づくりをとおして環境について学ぶ。

キャリアカフェとジェンダー・リサーチ
さまざまな女性研究者のキャリア形成&ライフスタイル向上に資するヒントに出合える集いです。
彦根市でジュエンダーの関する調査活動を行います。

コウノトリプロジェクトコウノトリが住める環境が私たち人間に

とっても安全で安心な豊かな環境であり、人と自然が共存する地域づく
りを進めながらコウノトリの野生復帰の推進をめざすこととしています。

2008年度

ESDコース

サテライト施設「あーち」
子育て支援を核とした
共生のコミュニティ形
成の拠点

2008年度

ESDコース

あいな里山 「あいな里山」とは、神戸市北区山田町藍那（あいな）にある里山です。
この234ヘクタールの敷地はいま、国営明石海峡公園（神 戸地区）とし

て整備されつつあります。都市近郊にあって押し寄せる開発の波の中
で息づいている貴重な自然を再生し、都市に住む人 たちが身近なと
ころで自然体験のできる環境教育のフィールドづくりを行っている。

現在荒廃している里山の自然を復元して、ふる里の原風景を再生す
る野外活動と、その実地体験を通して自らも自然学習を行ない、国営
里山公園づくりに参画。

阪急電車神戸線「新開地駅」で神戸電鉄小野線に乗り換え、「藍那
駅」下車、 徒歩20分。所要時間「新開地駅」より約40分。 2008年度

ESDコース

コウノトリプロジェクト
（新田小学校プロジェクトＥ）

コウノトリが住める環境が人間に
とっても安全で安心な豊かな環
境であり、人と自然が共存する
地域づくりを進めながらコウノトリ
の野生復帰の推進をめざす活動。
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2008年度

ESDコース

サイエンス・
ショップ／カフェ
科学者などの専門家と
一般の市民が飲み物を
片手に気軽に科学など
の話題について自由に
語り合う新しいコミュニ
ケーションの場です。

アスベスト

公 害

医療・ケア

西淀川・あおぞら財団

尼崎患者家族の会

ひょうご安全センター

甲南病院

8 ⽂学部ESD演習Ⅰのフィールド

・アスベスト疾患の患者と
その家族によって設立

被害者への聞き取り調査

当事者となって
アスベスト問題を考える

西淀川公害訴訟の和解金で設立

西淀川公害の歴史

公害地区の再生

防
災
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
持
続
可
能
な
社
会
と
防
災
教
育
の
普
及
」

ごみ５か条原則
〜Five garbage article〜

１．ゴミットメントします
ごみの課題と軽やかに関わります。

２．ゴミュニケーションします
ごみをテーマに人と人をつなげます。

３．ゴミカルでいきます
ごみのことをもっと楽しくします。

４．イキゴミを集めます
ごみへの熱意が集まるようにします。

５．ダイゴミを作ります
ごみへの意識と価値を変えます。

9 経済学部のフィールド
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▲情報を伝えるボード（関学支部）▲棚落ち商品ＲｅＶALUE販売
（関学支部）

▲メンバー集合写真

▼連日夜までつづく会議 ▼勉強会も実施

5月8日には
記者会見をしてみたり、

5月14日～5月18日には、見本棚を作成して、
スーパーに展示してみたり、

5月17日には、ゴミ拾いやイベントで極減バーベキューなんかもしました

6月6日には、活動の様子を聞いて、
なんと香港雑誌から取材がきたり

7月4日、神戸市長まで見学に・・・

8月8日～8月9日 店頭アンケート調査をやりました。


